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日韓交流における健康栄養学科の学生の学びについて
～異文化研修Ⅰ（韓国）とさくらサイエンスプランの参加報告から～
今中　美栄1，金　美玉2，細川　優1，多々納　浩1，
福田　詩織1，南　星姫2
島根県立大学は 2018 年 4 月に「自ら考え行動できる，視野の広い専門職
業人」の育成を理念とした健康栄養学科が開設され，グローバル化を推進
する中で，新たに管理栄養士養成課程の学生を加えた異文化研修Ⅰ（韓国）
の新たなプログラムの導入が必要となった。そのような中，韓国の大邱保
健大学食品栄養学科との包括協定により，異文化研修Ⅰにおいて管理栄養
士養成課程どうしの学生交流の機会を得た。また，国立研究開発法人科学
技術振興機構（JST）のさくらサイエンスプランの採択により 1），大邱保健
大学学生の本学への 15 日間の短期留学が実現した。これらの学生交流に
参加した島根県立大学健康栄養学科の学生のレポートをもとに学生の学び
について分析を行ったので報告する。
キーワード：日韓交流研修，さくらサイエンスプラン，管理栄養士養成課程，
　　　　　 学生の学び
概　　要
１島根県立大学看護栄養学部健康栄養学科
２大邱保健大学食品栄養学科
Ⅰ．背　　景
島根県立大学では，2018 年 4 月に「自ら考え
行動できる，視野の広い専門職業人」の育成を
理念のもと，出雲キャンパスに看護栄養学部健
康栄養学科として，新たに管理栄養士養成課程
を開設した。また，本学では，浜田キャンパス
を中心に，北東アジア諸国との異文化交流を積
極的に推進している。　
島根県立大学出雲キャンパスでは，１年生を
対象とした，異文化研修Ⅰとして 6 日間の韓国
への研修を選択科目のひとつとして実施してい
る。本学と包括協定をしている韓国大邱市に位
置する，啓明大学，大邱韓医大学の看護学科と
の医療や看護学を中心とした異文化交流研修を
長年続けてきた歴史を持つ。この度，健康栄養
学科の開設に伴い，看護学科および健康栄養学
科の学生がともに学び合う，また，それぞれの
専門性に応じた新たな異文化研修プログラムの
構築が必要となった。
2018 年 11 月に，新たに包括協定を締結した管
理栄養士養成課程をもつ，大邱保健大学の食品
栄養学科の協力により，管理栄養士をめざす学
生交流の機会を得ることができた。また，国立
研究開発法人科学技術振興機構（JST）のさくら
サイエンスプランの採択により，大邱保健大学
学生の本学への 15 日間の短期留学が実現した。
Ⅱ . 目　　的
異文化研修Ⅰ（韓国）およびさくらサイエン
島根県立大学出雲キャンパス
紀要　第 15 巻，81-90，2019
日 第1日目 第2日目 第3日目 第4日目 第5日目 第6日目
日付 8月21日(火) 8月22日(水) 8月23日(木) 8月24日(金) 8月25日(土) 8月26日(日)
訪問先 移動 啓明大学 大邱韓医大学 大邱韓医大学 ソウル市内 移動
学大健保邱大先問訪
宿泊地 啓明大学寮 大邱韓医大学寮 大邱韓医大学寮 仁寺洞ホテル 仁寺洞ホテル 帰宅
表１．2018年度異文化研修Ⅰスケジュール
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表１　2018 年度異文化研修Ⅰスケジュール
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スプランによる，大邱保健大学食品栄養学科と
島根県立大学健康栄養学科の日韓交流に参加し
た健康栄養学科の学生レポートを分析し，学生
の学びについて報告する。
Ⅲ . 方　　法
１. 異文化研修Ⅰ（韓国）
１） 研修期間
（1） 異文化研修Ⅰ期間
　2018 年 8 月 21 日～ 26 日（6 日間）
（2）大邱保健大学食品栄養学科と島根県立大
学健康栄養学科の日韓交流期間
　　　2018 年 8 月 23 日（1 日間）
２） 対象者
異文化研修Ⅰの参加者は，看護学科 1 年生 11
名，健康栄養学科 1 年生 9 名の計 20 名であった。
そのうち，大邱保健大学食品栄養学科と島根県
立大学健康栄養学科の日韓交流に参加した健康
栄養学科 1 年生 9 名を分析対象者とした。
３） 研修スケジュール
異文化研修Ⅰの 6 日間のうち，5 日間は看護
学科の学生と健康栄養学科の学生がともに行
動し，第 3 日目の 8 月 23 日に看護学科，健康
栄養学科それぞれの学科別研修を実施した（表
1）。看護学科の学生は大邱韓医大学の研修スケ
ジュールである慶州視察に向かい，健康栄養学
科は，大邱保健大学へ移動し，双方の学生同士
がペアとなって，韓国の伝統文化である螺鈿の
アクセサリーと小箱作成を行い，大邱保健大学
の教授のレクチャーを受けた。また，昼食会を
通して，学生交流を図った（表 2）。第 4 日には，
大邱韓医大学での茶道体験や針治療を受療し
た。
４） 報告レポートの提出
学生は，授業としての異文化研修Ⅰ（韓国）参
加後，評価のひとつとして，帰国後 1 か月以内
に報告書作成のためのレポートの提出を行う。
テーマは，「参加して，学んだこと，感じたこと」
を具体的に書くこと，office WORD  A4，1 枚に
まとめ，添付ファイルにてメールで提出させた。
５） 解析方法
報告レポートの記述を文字データのコー
ディングによって数値化する計量的分析手法
をもとに，立命館大学研究推進プログラム KH 
Coder32）を用いて，品詞別頻出言語の抽出，階
層的クラスター分析，共起ネットワーク分析を
行った。
品詞別頻出言語の抽出は，「名詞・サ変名詞」，
「動詞」，「形容詞・形容動詞」を選択し，階層的
クラスター分析では，「名詞・サ変名詞」の名詞
抽出語 20 位までの名詞・サ変名詞の最小頻度
の数値を最小出現数とした。また，共起ネット
ワーク分析においても同様の最小出現数とし
た。
共起分析ネットワークの図は，文章の中に頻
出し，出現パターンの似た語（共起の程度が強
い）が線で結ばれ，頻出度の高い語は円の描画
が大きく表される。文章の中の語と語の結びつ
きの状態が可視化されるため，データの概観を
把握することができる。また，共起の程度の強
い者は実線で描画される 3 ～ 8）。
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表2．大邱保健大学での異文化交流内容
表 2　大邱保健大学での異文化交流内容
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２. さくらサイエンスプランに伴う学生交流
１） 研修期間
（1）さくらサイエンスプランに伴う学生交流
期間
　大邱保健大学からの短期留学期間 2019 年 7
月 21 日～ 8 月 4 日（15 日間）。
　大邱保健大学の国際交流規約により，「短期
留学期間は，2 週間以上とする」ことから，15
日間の受け入れプログラムを作成した。また，
国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の
さくらサイエンスプランの採択条件は，6 日
間であったため，さくらサイエンスプランの
助成対象は，7 月 21 日～ 7 月 26 日の 6 日間
となった。
２） 対象者
さくらサイエンスプランに伴う学生交流活動
に参加した健康栄養学科 2 年生 23 名を分析対
象者とした。学生の参加募集に関しては，事前
に 15 日間の短期留学プログラムの内容を説明
し，出雲キャンパスおよび，知夫村，隠岐の島町
での海岸清掃ボランティアやサンテラス（スー
パーマーケット）での栄養教育活動への参加を
募った。希望者はすべて，交流活動のいずれか
に参加した。
３） 研修スケジュール
初日 7 月 21 日（日）に，大邱保健大学の学生
が大邱市を出発し米子空港に到着した。本学教
職員が迎え，松江城の見学後，出雲市へ入り，第
2 日目から学生との交流がスタートした。第 2
日目から第 4 日目まで，出雲キャンパスで，食
品学の実験，調理実習，栄養管理学，韓国語の授
業や歓迎会を実施した。第 5 日目から第 6 日目
までは，知夫村での海岸清掃を行った。また，
地域の方々との交流や知夫村での食生活のお話
を伺う「ハート♡カフェ」を開催し，学生たちの
手作りケーキとお茶でおもてなしをした。第 7
日目から第 9 日目には，隠岐の島町での栄養教
育活動を体験した。第 10 日目から第 13 日目は，
浜田キャンパスの国際交流センターでの対応と
なり，石見銀山や広島県の宮島視察やそば打ち
体験などの研修を行った。第 14 日目は，松江の
水郷祭（花火大会）に出かけ，第 15 日目に米子
空港から大邱市へ帰国した（表 3）。
４） 参加レポートの提出
さくらサイエンスプランに伴う学生交流の学
生の学びについて，今後のより良い，異文化交
流の企画運営を図るための情報収集源として，
さくらサイエンスプランに伴う学生交流の参加
学生を対象に参加レポートを提出させた。①留
学生と交流して学んだことや感じたこと。②留
学生との交流を通して考える島根県立大学の未
来像。③留学生との交流を通して考える将来に
向けてのあなたの意見。④参加した内容と目的。
以上の 4 項目について，office WORD  A4，1 枚
にまとめ，添付ファイルにてメールで提出させ
た。
５） 解析方法
さくらサイエンスプランに伴う学生交流の参
加レポートの記述を文字データのコーディング
によって数値化する計量的分析手法をもとにし
た立命館大学研究推進プログラム KH Coder32）
を用いて，品詞別頻出言語の抽出，階層的クラ
スター分析，共起ネットワーク分析を行った。
Ⅳ . 倫理的配慮
異文化研修Ⅰの報告レポートまた，さくらサ
イエンスプランに伴う学生交流の参加レポー
トについては，本報告をまとめるにあたり，報
告の目的と個人情報の保護，提出の自由につい
て，また，本報告に協力しない場合でもなんら
不利益はなく，成績等にまったく関係しないこ
日韓交流における健康栄養学科の学生の学びについて ～異文化研修Ⅰ（韓国）とさくらサイエンスプランの参加報告から～
日 第1日目 第2日目 第3日目 第4日目 第5日目 第6日目 第7日目 第8日目
日付 7月21日(日) 7月22日(月) 7月23日(火) 7月24日(水) 7月25日(木) 7月26日(金) 7月27日(土) 7月28日(日)
AM 大邱発
栄養管理学
授業参加
食品学実験
体験
出雲大社視察
茶道体験
知夫里島へ
移動
ハ トー カフェ
開催
隠岐の島へ
移動
栄養教育
リハーサル
PM
出雲着
夕食会
調理体験
歓迎会
ハングル
授業体験
鵜鷺地区訪問 海岸清掃
古民家体験
自然散策
栄養教育
準備
栄養教育
実践
日 第9日目 第10日目 第11日目 第12日目 第13日目 第14日目 第15日目
日付 7月29日(月) 7月30日(火) 7月31日(水) 8月1日(木) 8月2日(金) 8月3日(土) 8月4日(日)
AM
福祉施設
ボランティア
浜田へ
移動
広島へ
移動
そば打ち
体験
浜田
地域交流
松江散策
さよなら
パーティ
米子発
PM
隠岐発
→出雲着
石見銀山
視察
宮島
視察
美都温泉
視察
出雲へ
移動
水郷祭
（花火大会）
大邱着
表3．さくらサイエンスプランに伴う学生交流スケジュール
表 3　さくらサイエンスプランに伴う学生交流スケジュール
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と，結果を公表すること等，文書と口頭で説明
し同意を得た。また，異文化研修Ⅰについては，
成績確定後に分析を行った。さくらサイエンス
プランに伴う学生交流の参加レポートについ
ては，今後の日韓交流の在り方について参考に
するためのものであり，任意で提出したもので
ある。分析にあたり，記述内容は個人を特定で
きないように学生番号，氏名を削除したものを
データ保存して解析を行った。
Ⅴ . 結　　果
異文化研修Ⅰについては，健康栄養学科 9 名
中，9 名の同意を得た。また，さくらサイエン
スプランに伴う学生交流の参加レポートについ
ては，学生交流に参加した健康栄養学科 23 名
中，23 名の同意を得て提出を受けた。
１．異文化研修Ⅰ（韓国）
１） 抽出語
総抽出語数，5,570 語，204 文であった。抽出
された品詞別抽出語から，「名詞・サ変名詞」，
「動詞」，「形容詞・形容動詞」ごとに，上位 20 位
まで拾い上げた（表 4）。名詞・サ変名詞では，「韓
国」「研修」「日本」が，動詞では，「思う」「学ぶ」
「食べる」が，形容詞・形容動詞では，「多い」「良
い」「大切」が，上位 3 位を占めていた。
２） 階層的クラスター分析
 階層的クラスター分析では，名詞，サ変名詞，
形容詞，形容動詞，名詞（固有名詞・地名）の品
詞を選択し，品詞別抽出語 20 位までの名詞・サ
変名詞の最小頻度 9 を，最小出現数にして分析
を行った。「料理」「良い」「コミュニケーション」
「英語」「学生」等を含むそれぞれの 5 つのクラ
スターに分類された（表 5）。
３）共起ネットワーク分析
共起ネットワーク分析では，5 つのグループ
に分類されていた。出現頻度に応じて，円形の
大きさが「10 以上」「20 以上」「30 以上」の 3 段
階に分類され，共起関係の強いものが実線，や
や強いものを破線で示す。「研修」を中心として，
「文化」「学ぶ」「コミュニケーション」の共起性
が強い様子が伺えた（図 1）。
２．さくらサイエンスプランに伴う学生交流
１） 抽出語
総抽出語数，3,306 語，163 文であった。抽出
された品詞別抽出語から，「名詞・サ変名詞」，
「動詞」，「形容詞・形容動詞」ごとに，上位 20 位
まで拾い上げた。名詞・サ変名詞では，「交流」「日
本」「韓国」が，動詞では，「思う」「感じる」「学
ぶ」が，形容詞・形容動詞では，「楽しい」「大切」
「様々」が，3 位を占めていた（表 6）。
２） 階層的クラスター分析
 階層的クラスター分析では，名詞，サ変名詞，
形容詞，形容動詞，名詞（固有名詞・地名）の品
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表 4　異文化研修Ⅰ報告レポートの品詞別抽出語上位 20 位
位02位上語出抽別詞品のトーポレ告報Ⅰ修研化文異．4表
）92（い多）93（う思）88（国韓1
）9（い良）22（ぶ学）93（修研2
）8（切大）22（るべ食）23（本日3
）7（いし楽）91（るじ感）03（生学4
）5（いし嬉）91（す話）62（分自5
）5（康健）11（る来出）62（化文6
）5（々様）11（るえ伝）12（流交7
）4（由自）9（う違）02（人8
）4（変大）8（く行）71（語英9
）4（い短）8（つ持）41（学大01
）4（常非）7（う言）31（菜野11
）4（要必）7（く書）21（ンョシーケニュミコ21
）4（通普）7（る知）21（話会31
）3（単簡）7（るけかし話）11（養栄41
）3（前りた当）6（く驚）11（極積51
）3（いし難）6（う使）11（語本日61
）3（いし優）6（る取）11（理料71
）2（ろいろい）5（る見）01（加参81
）2（重貴）5（るわ伝）01（事食91
）2（い近）4（るえ教）9（国02
表 5　異文化研修Ⅰ報告レポートの階層的クラスター分析結果果結析分ータスラク的層階のトーポレ告報Ⅰ修研化文異．5表
生学語英ﾝｮｼｰｹﾆｭﾐｺい良理料
学大う思極積国事食
人分自加参菜野
養栄るえ伝るじ感い多
語本日化文
す話修研
出来る
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詞を選択し，品詞別抽出語 20 位までの名詞・サ
変名詞の最小頻度 7 を，最小出現数にして，分
析を行った。「海外」「自分」「英語」「積極」「出
来る」「交流」等を含むそれぞれの 6 つのクラス
ターに分類された（表 7）。
３） 共起ネットワーク分析
共起ネットワーク分析では，7 つのグループ
に分類されていた。出現頻度に応じて，円形の
大きさが「10 以上」「20 以上」「30 以上」「40 以
上」の4段階に分類された。「交流」を中心として，
「思う」「参加」「外国」「機会」の共起性の強い
様子が伺えた（図 2）。
Ⅵ . 考　　察
異文化研修Ⅰでは，本学の看護学科と健康栄
養学科の学生同士はもとより，韓国の看護学科
や食品栄養学科の学生たちとも，専門分野の違
いや，日韓の異文化を越えて，可愛いものに共
感し，同じ韓国のアーティストのパフォーマン
スを披露するなど，自然な学生交流が育まれる
様子があちらこちらで見受けられた。このよう
な学生時代に経験する異文化研修は，学生たち
の異文化への適応力の醸成に有意義な機会と
なっていた。
１．異文化研修Ⅰ（韓国）
品詞別抽出語では，「韓国」「研修」「日本」な
日韓交流における健康栄養学科の学生の学びについて ～異文化研修Ⅰ（韓国）とさくらサイエンスプランの参加報告から～
図1．異文化研修Ⅰ報告レポートの共起ネットワーク分析結果
図 1　異文化研修Ⅰ報告レポートの共起ネットワーク分析結果
表 6　さくらサイエンスプラン参加報告レポートの品詞別抽出語上位 20 位
位02位上語出抽別詞品のトーポレ告報加参ンラプスンエイサらくさ．6表
）61（いし楽）64（う思）93（流交1
）01（切大）51（るじ感）62（本日2
）9（々様）11（ぶ学）32（国韓3
）5（ろいろい）11（る知）02（生学留4
）4（手上）11（す話）91（ンョシーケニュミコ5
）6（い多）9（る来出）81（語英6
）7（いし難）7（るえ増）41（外海7
）4（い良）7（るえ伝）41（加参8
）3（まざまさ）5（るわ関）21（話会9
）3（いし新）5（つ持）21（生学01
）3（通普）4（う違）21（味興11
）2（いし嬉）4（るが広）21（化文21
）2（重貴）4（るえ考）01（会機31
）2（い近）4（う行）01（分自41
）2（き好）4（る取）9（国外51
）2（ん盛）4（るか分）8（国他61
）2（いき大）3（るな異）8（語本日71
）2（事大）3（すご過）8（学留81
）2（安不）3（るけ向）7（養栄91
）2（か豊）3（る作）7（語言02
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図2.さくらサイエンスプランに伴う参加レポートの共起ネットワーク分析結果図 2　さくらサイエンスプランに伴う参加レポートの共起ネットワーク分析結果
表 7　さくらサイエンスプラン参加報告レポートの階層的クラスター分析結果
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どの異文化研修に類する名詞が多くみられた。
階層的クラスター分析および共起ネットワーク
分析の結果から「食べる」「料理」「野菜」など，
食べることに興味が高い様子や，「学生」「交流」
「大学」など，食や大学での学びに関することが
表現されている一方で，「コミュニケーション」
「学ぶ」「積極」，「英語」「会話」「伝える」など
自主的なコミュニケーションの必要性について
のまとまりがみられた。韓国のハングル文字で
の表記や会話は，日本人にとって，英語ほど浸
透していないため，実際の交流は英語に頼ると
ころが大きい。異文化研修に参加することで，
日韓交流における健康栄養学科の学生の学びについて ～異文化研修Ⅰ（韓国）とさくらサイエンスプランの参加報告から～
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より語学の必要性を感じる機会になったと考え
られる。今後，グローバル化に伴い，英語の語
学力は必須である。このような異文化研修制度
は，海外でのコミュニケーション能力や技術を
向上させるきかっけとなり，また，食べること
や料理に興味がある点については，健康栄養学
科の学生らしい結果であった。
２．さくらサイエンスプランに伴う学生交流
品詞別抽出語でも異文化研修Ⅰと同様に，名
詞では，「交流」「日本」「韓国」などの異文化交
流に類する語が，動詞では「思う」「学ぶ」が多
くみられていたが，形容詞・形容動詞では，「楽
しい」「大切」「様々」など，違いを楽しむ様子
が伺える語が頻出している。階層的クラスター
分析では，海外でのコミュニケーションの学び
や，会話や伝える楽しさ，他国との文化交流の
機会への参加に興味をもつなどの語のまとまり
がみられ，異文化への興味が，楽しさとして表
現されている様子が伺えた。また，共起ネット
ワーク分析からも，「交流」を中心として，「思
う」「参加」「外国」「機会」の共起の強さから，
積極的な海外との交流を期待し，必要性を感じ
る機会になったと考えられる。
Ⅶ．結　　論
異文化研修Ⅰ，さくらサイエンスプランに伴
う学生交流における韓国の管理栄養士養成校で
ある大邱保健大学と本学の学生たちとの交流
は，他国の人々とのコミュニケーションの重要
性や積極的な姿勢など，これからのグローバル
化に必要な学習意欲の向上につながることが示
唆される。本学が北東アジア地域との交流を推
進し，米国や台湾，インドネシア等，新たな諸
外国との交流・異文化研修の機会の導入を検討
する中，本報告は積極的な異文化研修や学生交
流推進につながるものである。
Ⅷ．報告限界
本報告対象者は，異文化交流への積極的な希
望者であることから，一般化することはできな
い。また，KH Coder3 を用いたデータマイニ
ングは，検定を行う分析方法ではないので，研
究者の主観的な評価範囲にとどまる可能性があ
る。また，比較対象が無いため，今後，継続的に
検討してゆく必要がある。
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